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年
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二
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旧
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債
務
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Ｊ
Ｒ
強
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負
担
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題
に
関
す
る
質
問
主
意
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提 

出 
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坂 

上 

富 

男 

一 

 



 

平
成
九
年
十
二
月
十
二
日
提
出
、
質
問
第
二
五
号
旧
国
鉄
債
務
の
Ｊ
Ｒ
強
制
負
担
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書
に
対
し
、
平

成
十
年
一
月
十
六
日
、
内
閣
衆
質
一
四
一
第
二
五
号
を
も
っ
て
内
閣
総
理
大
臣
橋
本
龍
太
郎
氏
は
「
強
制
負
担
は
、
憲
法
第
二

十
九
条
第
一
項
の
財
産
権
の
侵
害
の
憲
法
違
反
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
点
に
つ
い
て
「
日
本
国
憲
法
第
二
十
九
条
第

二
項
は
、
同
条
第
一
項
の
財
産
権
に
つ
い
て
、
『
財
産
権
の
内
容
は
、
公
共
の
福
祉
に
適
合
す
る
や
う
に
、
法
律
で
こ
れ
を
定 

 

め
る
。
』
と
規
定
し
て
お
り
、
法
律
に
よ
り
財
産
権
に
対
し
て
制
約
を
加
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
公
共
の
福
祉
に
適 

 

合
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
許
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。 

公
共
の
福
祉
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
合
理
的
な
範
囲
で
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
「
Ｊ

Ｒ
」
と
い
う
。
）
に
法
律
に
よ
り
負
担
を
課
す
こ
と
は
、
日
本
国
憲
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
財
産
権
の
侵
害
に
当
た
ら
な
い 

 

も
の
と
考
え
る
。
」
と
の
答
弁
を
し
た
。
こ
れ
は
、
「
公
共
の
福
祉
の
適
合
」
と
「
合
理
的
な
範
囲
」
で
あ
れ
ば
憲
法
第
二
十 

 
 

 

九
条
第
一
項
に
違
反
し
な
い
と
の
見
解
で
あ
る
。
か
か
る
こ
と
は
判
例
、
解
説
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
質
問
は
具

体
的
な
理
由
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
っ
て
憲
法
の
条
文
の
回
答
を
求
め
た
も
の
で
は
な
い
。
甚
だ
不
誠
意
の
無
責
任
な
答
弁
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
っ
て
再
度
次
の
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

旧
国
鉄
債
務
の
Ｊ
Ｒ
強
制
負
担
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

一 

「
憲
法
第
二
十
九
条
第
三
項
（
正
当
補
償
）
の
憲
法
違
反
に
つ
い
て
」 

二 

「
合
理
的
理
由
の
不
存
在
」 

補
償
を
必
要
と
し
な
い
場
合
は
、
そ
れ
を
妥
当
と
す
る
合
理
的
な
理
由
の
あ
る
時
に
限
ら
れ
「
補
償
を
必
要
と
し
な
い
の

は
、
当
該
の
財
産
的
利
益
の
喪
失
が
と
り
立
て
る
ほ
ど
の
も
の
で
な
い
か
、
決
定
的
な
も
の
で
な
い
か
、
財
産
的
利
益
を
喪

失
す
る
反
面
に
お
い
て
こ
れ
を
償
う
に
足
り
る
利
益
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
、
ま
た
は
当
該
の
財
産
的
利
益
の
喪
失 

が
、
私
人
の
日
常
生
活
を
中
心
に
形
成
さ
れ
る
社
会
で
日
常
の
生
活
を
い
と
な
む
人
々
一
般
の
生
活
条
件
上
の
利
益
を
も
た

ら
す
施
設
の
組
成
物
件
と
し
て
予
定
さ
れ
た
私
有
の
土
地
に
つ
き
、
組
成
物
件
と
し
て
の
用
途
に
供
す
る
時
期
に
接
着
し
た

時
期
に
お
い
て
、
そ
れ
に
支
障
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
相
応
の
限
度
で
事
前
に
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
も
た
ら

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
土
地
を
公
共
の
用
に
供
す
る
に
つ
い
て
の
権
原
が
設
定
さ
れ
た
後
に
こ
う
む
る
こ
と
に
な
る 

憲
法
第
二
十
九
条
第
三
項
は
、
私
有
財
産
を
正
当
な
補
償
の
下
に
公
共
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
す
る 

が
、
こ
の
規
定
か
ら
す
る
と
、
お
よ
そ
補
償
の
概
念
の
入
る
余
地
の
な
い
一
方
的
金
銭
債
務
の
負
担
を
特
定
の
者
に
命
じ
る

立
法
を
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
公
共
の
た
め
と
い
え
ど
も
認
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
憲
法
第
二
十
九
条
第
三
項
に
も

違
反
す
る
憲
法
違
反
で
は
な
い
か
。 

四 

 



 

三 

「
憲
法
第
二
十
九
条
第
二
項
公
共
の
福
祉
に
該
当
し
な
い
憲
法
違
反
に
つ
い
て
」 

程
度
に
い
た
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
権
原
の
設
定
に
つ
い
て
は
相
当
の
補
償
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
か
ん
が 

み
、
社
会
的
責
務
の
遂
行
と
し
て
当
面
甘
受
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
程
度
を
こ
え
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
、
な
ど

の
特
別
の
場
合
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
」
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
法
学
教
室
六
号
「
財
産
権
と
公
共
の
福
祉
」
高
辻
正
己
元
内
閣
法
制
次 

 

長
） 

（
二
） 

本
件
に
お
い
て
は
、
い
っ
た
ん
法
律
で
Ｊ
Ｒ
側
の
財
産
権
の
内
容
が
確
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
後
の
法
律

で
そ
の
内
容
を
Ｊ
Ｒ
各
社
に
不
利
益
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
合
憲
性
の
存
在
も
疑
わ
し 

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
最
高
裁
は
農
地
法
の
改
正
に
関
し
て
、
変
更
の
合
憲
性
の
判
断
基
準
と
し
て
、
ａ
い
っ
た

ん
定
め
ら
れ
た
法
律
に
基
づ
く
財
産
の
性
質
、
ｂ
そ
の
内
容
を
変
更
す
る
程
度
、
ｃ
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
保
護
さ
れ
る
公
益
の
性
質
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
最
大
判
昭
和
五
三
年
七 

（
一
） 

本
件
の
場
合
の
「
公
共
の
福
祉
」
の
内
容
を
明
示
さ
れ
た
い
。
本
件
立
法
の
目
的
と
目
的
達
成
の
た
め
の
本
件
立

法
措
置
と
の
間
に
合
理
的
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
の
か
。 

本
件
の
強
制
負
担
は
合
理
的
な
理
由
は
不
存
在
で
あ
る
。
理
由
あ
り
と
せ
ば
、
詳
細
に
明
示
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

 

六 

月
十
二
日
）
、
本
件
に
お
い
て
も
こ
の
基
準
に
基
づ
い
て
判
断
す
れ
ば
憲
法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
反
す
る
憲
法
違 

反
で
は
な
い
か
。 

四 

「
憲
法
第
十
四
条
第
一
項
（
法
の
下
の
平
等
）
の
憲
法
違
反
に
つ
い
て
」 

特
定
の
者
（
Ｊ
Ｒ
各
社
）
に
の
み
負
担
を
負
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
憲
法
第
十
四
条
第
一
項
の
平
等
原
則
に
反
す
る
憲
法

違
反
で
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


